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教師情報を必要としないニュースページ群からのコ
ンテンツ自動抽出
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In recent years, the proportion of primary con-
tent in a Web page has been decreasing as content
management systems (CMS’s) continue to spread,
because CMS’s automatically and excessively add
unnecessary parts such as menus, advertisements
and copyright notices into the Web page. In this pa-
per, we propose a simple method extracting the pri-
mary content from a collection of Web pages with-
out training data. We regard a Web page as a set
of blocks (minimum unit of primary or non-primary
content), and assume that blocks of the primary con-
tent are unique and there are copies of those of non-
primary content. We describe experimental results
to show good performance of the proposed method





2008 年 7 月末に発表された Google のデータによると、Web



















































学習する手法を提案している。また、Bing ら [5] は、平均的な








されている。Lin ら [6] は、サイト内の Web ページを収集し、
ページ中の部分の情報量を計算することによりコンテンツを抽出
する手法を提案している。この手法では、計算量が大きくなる傾
向があるため、Debnath ら [7] は、計算量を小さくした IBDF
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クレベル要素（H1, P, DIV, TABLE など）と、特定の語の修
飾やハイパーリンクを設置するためのインライン要素（FONT,












Di = fBi1;Bi2;Bi3; : : : ;BiMig






IMG(2) IMG(3) A SCRIPT
TEXT(2) CODE
図 2 DOMツリーから 5つのブロックを抽出した例















Bij = (bij1 bij2 bij3 : : : bijL)
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3.2.5 コンテンツの特定
ブロックの一致判断を行ない、他のWebページには出現しな
いブロック、すなわち Web ページ群の中で 1 度だけ出現する
ブロックをコンテンツの一部として抽出する。本手法では、ブ








































ONLINE6 から収集した計 535記事である（表 1「データセット
詳細」）。各記事のURLは CEEK.JP NEWS7から取得し、その















た。たとえば、図 4 の 2 つのWeb ページ9は、別の URL であ
り右上の不要部分（破線部分）も異なるが、コンテンツは同じ































Fig. 3 A Web page (Japanese) and the extracted content (box).
図 4 重複した 2つのWebページ例
Fig. 4 Two Web pages that same content.
図 5 日付の抽出に失敗した例
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表 1 データセットと実験結果（日本語）
Table 1 Data sets and Experimental results (Japanese).
データセット詳細 コンテンツ抽出性能（%）
サイト名 記事数 総ブロック数 正解ブロック数 取得日 適合率 再現率 F値 完全一致率
asahi.com 179 13593 1031 2008-12-12 99.80 97.77 98.78 89.39
毎日 jp 180 28656 1017 2008-12-12 93.72 79.25 85.88 51.11
YOMIURI ONLINE 176 33420 1178 2008-12-12 99.65 95.59 97.57 81.25
マイクロ平均 - - - - 98.00 91.13 94.44 73.83














CNN.com のデータセットには、毎日 jp データセットと同様
に、別URLであるがコンテンツが同じというWebページが 14
組存在おり、これが再現率が低くなる主な原因であると考えられ






















Fig. 6 A Web page (English) and the extracted content (box).
図 7 ニュース配信元の著作権情報の抽出に失敗した例
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表 2 データセットと実験結果（英語）
Table 2 Data sets and Experimental result (English).
データセット詳細 コンテンツ抽出性能（%）
サイト名 記事数 総ブロック数 正解ブロック数 取得日 適合率 再現率 F値 完全一致率
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